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並列（独立）接続

Imax Qcmax Vmax ΔTmax
(A) (W) (V) （℃） W Ｌ T

DV２F４０８５ ２.６/８.５ ４１ ８/１７ ９０ 40 40 6
DV２F４０６０ ２.５/６ ３８ ７/１７ ８６ 40 40 6
DV２F６０８５ ２.８/８.５ ４３ ６/１７ ７８ 40 40 6

注1） 注1） 表記は二段モジュール吸熱側/放熱側の電流及び電圧を示す。
直列接続

１４Ｖ印加時の実測性能 ＊Ｖｍａｘは１７Ｖ Th=50℃
14V=I 消費電力 Qcmax ΔTmax

(A) (W) (Ｗ) （℃） W Ｌ T
DV２F４０８５ ２..５ ３５ ２６.５ ６０ 40 40 6
DV２F４０６０ ２.２ ３０.８ ２４ ６０ 40 40 6
DV２F６０８５ ３.６ ５０.４ ３０ ６０ 40 40 6

吸熱側０８５Ｔｙｐｅ
吸熱側０６０Ｔｙｐｅ
吸熱側０８５Ｔｙｐｅ

吸熱側０４０Ｔｙｐｅ
吸熱側０６０Ｔｙｐｅ

品　　名
外形寸法（mm）

備考

品　　名
外形寸法（mm）

備考
吸熱側０４０Ｔｙｐｅ

二段式モジュールの特徴

ペルチェモジュールを二段に積み重ね
ることで､大きな温度差を取る事が出来ま
す。

当社の二段式モジュールは重ね合わ
せ面の中間基材の厚みを極限まで薄膜
化して熱抵抗を軽減し､効率の向上を行
いました。また､膨張率の大きく異なる材
質で構成されているために生じる歪みも
中間基材で吸収して耐久性の向上を実
現しました。

更に従来型の多段モジュールと比較し
て生産コストを大幅に引き下げることが
出来ました。

半導体の接合
にＳｎ/Ｓｂハン
ダを使用してお
り､溶融温度が
240℃であるこ
とから、最大使
用温度200℃と
しております。

使用例
並列（独立）接続
図の右下側の赤色リード線に+１２Vを印加して､左下側黒色リー
ド線をグランドに接続し､同様に上段のモジュールの右上側赤色
リード線に+６Vを印加して､左上側黒色リード線をグランドに独
立して接続する。
　吸熱側と放熱側とで大きな温度差が得られます。
直列接続
図の右下側の赤色リード線に１４Vを印加して､左下側の黒色
リード線と右上側の赤色リード線を結線して、左上側の黒色の
リード線をグランドに接続します。

省電力ですが、一段のモジュールと同等の温度差が取れて、
吸熱量は消費電力の８０％程度となり非常に高効率なペルチェ
素子と言えます。
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当社の二段モジュールは特性の異なるペルチェ素子を組み合わせて二段に積層していますので､電圧の
印加方向で特性は変わります。更に素子の組み合わせにより⊿ＴｍａｘまたはＱｃｍａｘを変える事が出来
るので用途に応じたペルチェ素子の提供が可能です。



● サーモモジュールの基礎知識

図１

　

図２

金属電極

 1. サーモモジュールとは

 ●　ペルチェ素子、熱電変換素子としても知られています。
 ●　熱を表面から裏面へと移動させる熱対策部品で、電流
　 　 の極性を切り替える事により加熱・冷却が可能です。
 ●  小型ヒートポンプとして機能する電子部品です。

 2. サーモモジュールの特徴

 ● 小型・軽量で精密な局所温度調整（加熱・冷却）が可能
 ● フロン等の冷媒による汚染・公害がなく、振動・騒音もな
　 　い。

 3. サーモモジュールの原理

　 サーモモジュールは、N形・P形が対となった半導体素子に
よって構成された冷却素子で､直流電流を流すことにより一
方の面が吸熱（冷却）し、反対の面が放熱（加熱）します。

電源の極性を逆にする事で、吸熱・放熱の切り替えも可能
で す。（ペルチェ効果）
ヒーターやヒートシンクでは対応できない、高精度の温度制

御や局所冷却などに効果を発揮します。また、温度差を与え
る事によって発電する事も可能です。　（ゼーベック効果）

動作原理
ペルチェ効果とは異種の金属を接合した経路

に電流を流すことにより接合部に吸熱若しくは発
熱を生じる現象であり、現在の実用的なペルチェ
素子は半導体で構成されています。
以下は図２を参考にして説明します。

ペルチェ効果の電子の動きとしてはマイナス電
極側からＰ型半導体に電子は流れますが、ホー
ル上を移動する為に電子の移動が遅く、吸熱側
の青く描かれた金属電極に到達した時点で電子
雲の中をより早く移動します。

ポテンシャルエネルギーの大きく相違する半導
体に対して、電子の移動速度の差が加わり大き
な吸熱作用と発熱作用とを引き起こします。

これに対してゼーベック効果の電子の動きは
外部の電圧には関係なく図の吸熱面と発熱面の
温度差による起電力として生じます。

図の起電力による青い矢印で示した電子の流
れはペルチェ効果でいうと発熱面を冷却する方
向に動いています。このような動作により、ペル
チェ素子は発熱面と吸熱面の温度差≪⊿Ｔ≫が
大きくなるほどゼーベック効果による逆起電力で
効果は低減されます。

逆にいうと⊿Ｔが大きく取れる自然環境が有れ
ば大きな起電力を得られることになります。
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図２の青色の金属電極を対峙するように薄膜を介して
二段に積層したペルチェ素子が当社の特許出願中の
二段モジュールです。 技術的なお問合せ､サンプル
の請求は問い合わせフォームよりお願いします。。


